
（1）

戦
争
と
パ
ワ
ー
、
人
間
と
動
物

　
　
　

―
日
本
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
戦
争
と
暴
力
」か
ら

横
　
　
地
　
　
徳
　
　
広

【
論
　
文
】

序
　

二
〇
二
三
年
五
月
二
十
日
に
早
稲
田
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
哲
学
会
第

八
二
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
と
暴
力
」
で
発
表
し
た
原
稿
「
戦
争
、

パ
ワ
ー
、
人
間

│
哲
学
的
観
点
か
ら
」
は
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
︒
一
つ

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
質
疑
応
答
を
ふ
ま
え
て
加
筆
修
正
し
た
論
考
「
戦

争
と
人
間

│
哲
学
的
観
点
か
ら
」１
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
が
本
紀
要
に
掲

載
の
論
考
「
戦
争
と
パ
ワ
ー
、
人
間
と
動
物
」
で
あ
る
︒

小
稿
で
は
、「
総
力
戦
︵totaler K

rieg, total w
ar

︶」
と
核
兵
器
と
い
う

「
遠
隔
兵
器
︵Fernw

affen, ranged w
eapons

︶」
の
問
題
に
ふ
れ
な
が
ら
、

米
国
の
「
覇
権
的
パ
ワ
ー
︵hegem

onic pow
er

︶」
が
国
際
社
会
で
圧
倒
的
な

影
響
力
を
も
っ
た
「
二
〇
世
紀
の
戦
争
／
戦
争
の
二
〇
世
紀
」
と
い
う
政
治

的
事
象
に
哲
学
的
眼
差
し
を
向
け
る
︒
そ
れ
は
、「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
」︵Trans, p. 33

︶
が
い
ま
だ
二
〇
世
紀
的
戦
争
の
主
要
な
諸
概

念
を
規
定
す
る
存
在
論
的
地
平
で
あ
り
つ
つ
、
と
は
い
え
、
兵
士
一
人
一
人

が
「
自
分
は
︿
誰
﹀
か
」
を
自
他
に
応
え
う
る
具
体
的
人
間
で
あ
り
え
た
戦
い

を
わ
れ
わ
れ
が
と
き
に
失
っ
た
時
代
の
考
察
と
な
る
︒
こ
の
喪
失
は
、
二
〇

世
紀
の
「
世
界
戦
争
︵W

eltkrieg, W
orld W

ar

︶」
と
い
う
仕
方
で
生
じ
た
が
、

世
界
戦
争
は
、
覇
権
国
を
ふ
く
む
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
国
々
が
参
戦
す
る
地
球

規
模
の
「
武
力
紛
争
︵bew

affneter K
onflikt, arm

ed conflict

︶」
が
総
力
戦

の
形
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
だ
と
規
定
し
う
る
︒

こ
の
総
力
戦
を
「
第
一
次
世
界
大
戦
︵Erster W

eltkrieg, First W
orld 

W
ar

︶」
に
お
い
て
物
理
的
に
初
め
て
可
能
に
し
た
の
は
、
広
く
は
「
第
二
次

産
業
革
命
」
の
産
物
で
あ
る
「
エ
ア
・
パ
ワ
ー
」
な
ど
の
遠
隔
兵
器
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 

日
本
哲
学
会
編﹃
哲
学
﹄︵
第
七
五
号
、
二
〇
二
四
年
︶所
収
︒

240　



（2）

り
２
、
つ
づ
く
「
第
二
次
世
界
大
戦
︵Zw

eiter W
eltkrieg, Second W

orld 

W
ar

︶」
で
は
「
第
三
次
産
業
革
命
」
の
も
と
、
核
兵
器
、
化
学
兵
器
、
生
物
兵

器
と
い
っ
た
「
大
量
破
壊
兵
器
」
が
人
類
に
も
た
ら
さ
れ
る
︵
国
際
紛
争
、
二
二

八
頁
︶３
︒
第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
は
核
兵
器
の
使
用
如
何
で

区
別
さ
れ
う
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
半
世
紀
は
「
核
の
冬
」４
概
念
に

よ
っ
て
「
核
の
絶
対
戦
争
」５
と
い
う
不
可
能
な
概
念
の
物
理
的
実
現
可
能
性

が
軍
事
業
界
を
超
え
て
一
般
に
知
ら
れ
た
一
九
八
三
年
以
降
と
そ
れ
以
前
と

を
区
別
し
う
る
︒
た
だ
し
、
こ
の
半
世
紀
、
核
の
絶
対
戦
争
ど
こ
ろ
か
、
い

わ
ば
「
核
の
制
限
戦
争
」
か
ら
が
そ
も
そ
も
回
避
さ
れ
て
き
た
︵
国
際
紛
争
、
二

一
七
~
二
二
〇
頁
︶︒
核
戦
争
の
回
避
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
た
の
は
「
ヒ
ロ
シ

マ
」、「
ナ
ガ
サ
キ
」
の
悲
惨
な
経
験
だ
が
︵
国
際
紛
争
、
二
一
七
~
二
二
〇
頁
︶、
と

は
い
え
、「
軍
事
力
︵M

ilitärm
acht, m

ilitary pow
er

︶」
各
種
で
脅
さ
れ
、

侵
略
さ
れ
、
支
配
さ
れ
な
い
た
め
、
核
兵
器
を
軍
事
力
の
最
大
契
機
と
す
る

二
〇
世
紀
後
半
の
「
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
」
は
「
冷
戦
」
期
に
彫
琢
さ

れ
、「
恐
怖
の
均
衡︵balance of terror

︶」
へ
と
極
ま
る︵
国
際
紛
争
、
二
一
九
頁
︶︒

多
種
多
様
な
パ
ワ
ー
の
な
か
で
も
、
決
定
的
な
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
が
核
兵

器
で
あ
っ
た
︒

こ
こ
で
パ
ワ
ー
概
念
の
主
要
区
分
を
確
認
し
て
お
く
︒
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ネ
デ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
で
多
く
の
後
進
を
育
て
た
ジ
ョ
セ

フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
主
著
﹃
パ
ワ
ー
の
未
来
﹄︵The FU

TU
RE of 

PO
W

ER, 2011

︶
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て

働
く
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
は
、「
強
制
と
支
払
い
と
い
う
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー

と
、
説
得
と
魅
力
と
い
う
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」︵FU

TU
RE, p. xiii

︶
を
「
組
み
合

わ
せ
、
様
々
な
文
脈
に
お
い
て
効
果
的
な
︵effective

︶
戦
略
を
立
て
る
能
力

︵ability

︶」︵FU
TU

RE, p. xiv

︶と
規
定
さ
れ
て
い
た
６
︒
契
機
ご
と
に
見
れ
ば
、

ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
は
「
情
報
戦
」
遂
行
能
力
を
ふ
く
む
軍
事
力
や
経
済
力
の

諸
々
で
あ
り
７
、ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
外
交
や
文
化
に
か
ん
す
る
能
力
だ
が
、

「
戦
略
」
は
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
﹃
戦
争
論
﹄︵Vom

 

K
riege, 1831

︶
の
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
部
隊
運
用
の
「
戦
術
」
一
つ
一
つ
を

全
体
論
的
に
総
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
間
戦
略
や
国
家
戦
略
の
「
大
戦

略
」
と
は
区
別
さ
れ
、
そ
の
一
部
を
な
す
︒
ナ
イ
は
こ
う
し
た
大
戦
略
に
お

い
て
「
安
全
保
障
は
酸
素
だ
」
と
指
摘
し
て
い
た
︵
国
際
紛
争
、
ｉ
頁
︶︒

で
は
、
酸
素
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
産
み
だ
す
の
か
︒

ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ー
ガ
ン
﹃
楽
園
と
パ
ワ
ー

│
新
世
界
秩
序
に
お
け
る
米

国
と
欧
州
﹄︵O

f Paradise and Pow
er: Am

erica and Europe in the N
ew

 W
orld O

rder, 

K
nopf, 2003

︶
の
う
ち
に
そ
の
答
え
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
こ
の
著
作
も

ま
た
、
い
く
つ
か
の
パ
ワ
ー
概
念
を
用
い
て
語
り
だ
さ
れ
て
い
た
が
、
積
極

的
に
主
張
さ
れ
る
の
は
、
米
欧
政
治
思
想
史
の
う
ち
に
確
認
で
き
る
ホ
ッ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6 

ナ
イ
の
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
概
念
に
か
ん
す
る
基
本
的
理
解
は
、
拙
稿「
ア
メ
リ

カ
公
民
権
運
動
の
政
治
学

│
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
の
観
点
か
ら
読
み
解
く
」︵
戦
略
研

究
学
会
編﹃
戦
略
研
究
﹄、
第
十
五
号
、
二
〇
一
五
年
︶を
参
照
︒

7 

小
稿
で
は
利
益
／
損
益
で
は
な
く
、
勝
利
／
敗
北
を
中
心
的
価
値
に
据
え
て

ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
限
定
す
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2 

マ
ー
チ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ク
レ
フ
ェ
ル
ト﹃
エ
ア
・
パ
ワ
ー
の
時
代
﹄︵
芙
蓉
書
房
出
版
、

二
〇
一
四
年
︶の
第
二
章
、
マ
ク
レ
ガ
ー
・
ノ
ッ
ク
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
・
マ
ー
レ
ー

編
著﹃
軍
事
革
命
と
Ｒ
Ｍ
Ａ
の
戦
略
史

│
軍
事
革
命
の
史
的
変
遷
　
一
三
〇
〇
~

二
〇
五
〇
年
﹄︵
今
村
伸
哉
訳
、
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
四
年
︶の
第
八
章
、
郭
四
志﹃
産

業
革
命
史

│
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
見
る
国
際
秩
序
の
変
遷
﹄︵
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
二
一
年
︶の
第
三
章
を
参
照
︒

3 

郭﹃
産
業
革
命
史
﹄の
第
四
章
を
参
照
︒

4 
C

f. Paul R
. Ehrlich, C

arl Sagan, D
onald K

ennedy, W
alter O

rr R
oberts, The 

C
old and the D

ark: The W
orld After N

uclear W
ar, W

 W
 N

orton &
 C

o Inc., 1984.

5 

拙
稿「
絶
対
戦
争
後
の
世
界
を
考
え
る
こ
と

│
﹃
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
﹄と
わ

れ
わ
れ
」︵
吉
川
孝
、
横
地
、
池
田
喬
編
著﹃
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
﹄、
勁
草
書
房
、

二
〇
一
九
年
︶を
参
照
︒
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（3）

ズ
的
世
界
の
米
国
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
思
想
で
あ
る
︒
ナ
イ
の
比
喩
に
従
っ
て

ケ
ー
ガ
ン
的
思
索
を
徹
底
し
て
み
れ
ば
、
呼
吸
を
せ
ず
に
人
間
は
生
き
ら
れ

な
い
か
ぎ
り
、
安
全
保
障
と
い
う
酸
素
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
以
来
、
核
兵
器
の
決
定
的
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
を
中
心
に
織
り
あ
げ

ら
れ
た
諸
力
の
複
合
で
あ
る
︒
と
は
い
え
、
核
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
極
ま
る
と
こ
ろ
、
待
つ
の
は
人
類
の
破
滅
で
あ
り
、
核
兵
器
は
こ
う
し
て

安
全
保
障
自
体
を
破
壊
す
る
能
力
で
も
あ
る
か
ぎ
り
、
核
戦
争
が
回
避
さ
れ

る
な
か
で
示
威
的
に
使
用
さ
れ
る
「
武
力
︵force

︶」
と
な
る
︒

小
稿
の
進
行
は
以
下
で
あ
る
︒
第
一
節
「
二
〇
世
紀
の
戦
争
と
パ
ワ
ー
」

で
は
、
パ
ワ
ー
概
念
に
注
目
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
一
年
へ
と
遡
っ

て
戦
争
の
諸
形
態
を
考
察
し
つ
つ
、
絶
対
戦
争
と
制
限
戦
争
と
を
区
別
し
て

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
と
い
う
存
在
論
的
地
平
を
提
示
し
た

﹃
戦
争
論
﹄
の
哲
学
的
構
想
力
が
具
体
的
に
働
く
様
子
を
確
か
め
る
︒
第
二

節
「
人
間
と
動
物
」
で
は
、
人
間
と
動
物
を
比
較
し
つ
つ
、
戦
争
に
お
け
る

「
食
」
を
手
が
か
り
に
兵
士
一
人
一
人
が
自
分
に
等
身
大
の
具
体
的
生
を
手

放
さ
な
い
た
め
の
哲
学
的
前
提
を
確
認
す
る
︒

一
　
二
〇
世
紀
の
戦
争
と
パ
ワ
ー  

１
　
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
現
代
的
射
程

本
節
で
は
、
二
〇
世
紀
的
特
徴
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦

史
家
マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
が
﹃
戦
争
の
変
遷
﹄

︵Transform
ation of W

ar, 1991

︶
に
お
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
、

ゲ
リ
ラ
戦
、
民
族
紛
争
、
宗
教
紛
争
な
ど
を
分
析
し
て
提
示
し
た
「
低
強
度

紛
争
」
概
念
の
確
認
か
ら
行
な
う
︒

ま
ず
二
〇
世
紀
の
或
る
終
焉
を
告
げ
た
の
は
、
ケ
ー
ガ
ン
﹃
楽
園
と
パ

ワ
ー
﹄
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
崩
壊
」、
い
わ
ゆ

る
「
九
一
一
テ
ロ
」
が
起
き
る
二
〇
〇
一
年
だ
っ
た
が
︵
パ
ワ
ー
、
一
一
七
頁
︶、

ク
レ
フ
ェ
ル
ト
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
頻
発
し
た
そ
の
低
強
度
紛
争
が
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
か
ら
の
転
換
を
引
き
起
こ
し
た
と
主
張
す

る
︵Trans, p. ix

︶︒
最
初
の
世
界
戦
争
と
も
言
わ
れ
る
「
三
〇
年
戦
争
」
終
結
の

一
六
四
八
年
に
締
結
さ
れ
た
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
」
の
も
と
︵Trans, p. 

36, p. 57

︶、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
「
政
治
単
位
」︵
国
際
紛
争
、
一
〇
四
頁
︶
を

主
権
国
家
と
し
、
そ
の
中
央
政
府
が
戦
争
と
講
和
の
政
治
的
・
行
政
的
主
体

と
な
っ
た
が
︵cf. Trans, p. 36, p. 57

︶８
、
こ
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
ス
を
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
限
定
的
現
象
と
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
は
主

張
す
る
︵cf. Trans, C

hap. 2, pp. 192-194

︶︒

し
か
し
な
が
ら
、一
例
を
挙
げ
れ
ば
、英
国
ブ
レ
ア
政
権
で
外
相
を
務
め
、

イ
ラ
ク
戦
争
を
批
判
し
て
閣
外
に
去
っ
た
ロ
ビ
ン
・
ク
ッ
ク
が
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
紙
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
、「
ア
ル
・
カ
イ
ダ
︵al qaida

︶」
は
米
国
諜
報
行

政
組
織
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
イ
ス
ラ
ム
圏
で
ス
カ
ウ
ト
し
た
傭
兵
の「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

=
「
カ
イ
ダ
」
を
意
味
し
９
、
そ
の
ア
ル
・
カ
イ
ダ
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
集
め

た
「
イ
ス
ラ
ム
国
︵islam

ic state

︶」
は
国
際
法
に
適
っ
た
主
権
国
家
で
は
な

く
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
或
る
グ
ル
ー
プ
に
作
ら
れ
た
大
規
模
な
武
装
組
織
で
あ
る
︒

こ
の
こ
と
が
も
し
事
実
で
あ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
関
連
し
た
低
強
度
紛
争

は
隠
さ
れ
た
国
家
間
武
力
紛
争
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
︒
片
山
善
雄
が
指
摘
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8 

併
せ
て
福
田
歓
一﹃
近
代
の
政
治
思
想

│
そ
の
現
実
的
・
理
論
的
諸
前
提
﹄︵
岩

波
新
書
、
一
九
七
〇
年
︶を
参
照
︒

9 
cf. "The struggle against terrorism

 cannot be w
on by m

ilitary m
eans

", in: 
the G

uardian, 8 July 2005. 

最
近
で
は
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
指
摘

し
て
い
る
︒

238　



（4）

当
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
い
わ
く
、︻
一
般
的
規
定
︼「
戦
争
は
そ
れ
ゆ
え
、

わ
れ
わ
れ
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
に
敵
対
者
に
強
制
す
る
暴
力
行
為
で

あ
る
」︵K

riege, S. 17

︶
と
同
時
に
、︻
実
際
的
規
定
︼「
︙
︙
戦
争
は
︹
外
交
な

ど
と
︺
異
な
る
手
段
を
も
ち
い
て
延
長
さ
れ
た
国
家
政
策
︵Staatspolitik

︶

で
あ
る
」︵K

riege, S. 9, vgl. S. 39, S. 41, S. 329

︶︒
彼
が
生
き
た
十
九
世
紀
、「
敵

す
べ
て
の
殲
滅
」
を
物
理
的
に
完
遂
す
る
「
絶
対
戦
争
︵absoluter K

rieg, 

absolute w
arfare

︶」
は
現
実
で
「
構
成
的
」
に
使
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
な

「
統
整
的
理
念
」
で
あ
り
、
こ
の
理
念
に
照
ら
し
つ
つ
、
現
実
の
政
治
目
的

を
達
成
す
る
軍
事
的
手
段
を
吟
味
し
て
遂
行
さ
れ
る
武
力
紛
争
が
「
制
限
戦

争
︵begrenzter K

rieg, restricted w
arfare

︶」
で
あ
っ
た
12

︒
拙
著
﹃
戦
争
の

哲
学
﹄
の
解
釈
を
ふ
ま
え
て
言
え
ば
、
そ
う
し
た
「
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
が
提
示
し
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
13

の
「
理

論
は
戦
争
の
変
容
可
能
性
す
べ
て
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
は
い

え
、
戦
争
の
絶
対
的
形
態
を
最
上
位
に
お
い
て
普
遍
的
照
準
点
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
は
理
論
の
義
務
で
あ
る
︙
︙
」︵K

riege, S. 292

︶︒

一
点
、
確
認
し
て
お
く
と
、「
水
爆
」
の
登
場
を
も
っ
て
絶
対
戦
争
が
現

る
よ
う
に
、
ゲ
リ
ラ
戦
、
民
族
紛
争
や
宗
教
紛
争
も
ま
た
然
り
で
あ
る
10

︒

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
が
終
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ハ

ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
が
そ
の
草
稿
﹃
政
治
入
門
﹄
で
考
察
し
た
「
世
界
政
府
」
が

出
現
し
た
と
き
で
あ
ろ
う
︵Poltik, S. 14.

︶︒
と
い
う
の
も
、
戦
争
の
遂
行
主
体

で
あ
る
主
権
国
家
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
︒
と
は
い
え
、
世
界
政
府
の
あ

り
方
を
問
う
て
み
る
に
、
そ
れ
が
民
主
主
義
体
制
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
︒

そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
が
危
惧
し
た
の
は
、
世
界
政
府
が
全
体
主
義
体
制
と
な
る

可
能
性
で
あ
り
、
あ
る
い
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
な
ら
ば
、
彼
が
も
っ
と
も
危
惧
す

る
「
内
戦
」
は
世
界
政
府
下
で
「
世
界
内
戦
」
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
だ

ろ
う
︵vgl. Partisan, S. 76

︶︒

世
界
政
府
樹
立
に
よ
っ
て
国
家
政
府
と
そ
の
国
家
間
戦
争
と
を「
解
明
的
」

に
「
消
去
」
で
き
た
と
し
て
も
11

、
や
は
り
、
か
え
っ
て
悲
惨
な
状
況
を
招

き
か
ね
な
い
︒

お
そ
ら
く
幸
い
な
こ
と
に
現
時
点
で
世
界
政
府
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
古
典
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
法
」︵Partisan, S. 39

︶ 

の
行
政
思
想
的
実
効
性
を
認
め
た
そ
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

ス
は
二
〇
世
紀
を
終
え
た
二
一
世
紀
現
在
で
も
継
続
し
て
い
る
︒
ラ
ン
ド
・

パ
ワ
ー
や
シ
ー
・
パ
ワ
ー
、
二
〇
世
紀
的
武
力
な
ど
、
時
代
そ
れ
ぞ
れ
に
決

定
的
な
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
種
類
は
異
な
れ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
ス
は
継
続
し
て
い
る
わ
け
だ
︵Trans, p. 49

︶︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10 

包
括
的
観
点
か
ら
の
考
察
は
片
山
善
雄
「
低
強
度
紛
争
概
念
の
再
構
築
」︵﹃
防
衛

研
究
所
紀
要
﹄、四
巻
、一
号
、二
〇
〇
一
年
︶を
参
照
︒
併
せ
て
山
本
草
二﹃
国
際
法︻
新
版
︼﹄

︵
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
︶
の
関
連
各
所
を
参
照
︒

11 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ュ
テ
ー
ク
ミ
ュ
ラ
ー﹃
現
代
哲
学
の
主
潮
流
２
﹄︵
中
埜
肇
、

竹
尾
治
一
郎
監
修
、
竹
尾
治
一
郎
、
森
匡
史
、
藪
木
栄
夫
訳
、
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
︶

を
参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12 

拙
著﹃
戦
争
の
哲
学

│
自
由
・
理
念
・
講
和
﹄︵
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
︶

の
§
23
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
統
整
的
理
念
と
建
築
術
」
を
参
照
︒

13 

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
「
永
久
平
和
の
た
め
に
」
を
フ
ラ
ン
ス
に
紹
介
し
た
そ

の
弟
子
ヨ
ハ
ン
・
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
、
若
き
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
に
哲
学
を
教
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
は
カ
ン
ト

﹃
純
粋
理
性
批
判
﹄
を
「
理
念
」
と
「
体
系
」
の
「
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
書
」
と
し
て
理
解
し
て

お
り
︵cf. 
福
谷
茂
﹃
カ
ン
ト
哲
学
試
論
﹄、
知
泉
書
館
、
二
〇
一
〇
年
、
第
二
章
「
物
自
体
と
﹃
純

粋
理
性
批
判
﹄
の
方
法
」︶、
し
た
が
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
﹃
戦
争
論
﹄
の
ホ
ー
リ

ズ
ム
は
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
経
由
の
カ
ン
ト
理
解
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

こ
の
点
は
拙
著﹃
戦
争
の
哲
学
﹄
の
第
五
章「
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ︿
１
﹀

│
﹃
戦
争
論
﹄
の
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
を
参
照
︒
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し
て
「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
を
認
め
な
い
「
国
連
憲
章
」18
、
戦
争
犯
罪
を

禁
止
す
る
「
戦
時
国
際
法
」、
核
兵
器
使
用
を
許
さ
な
い
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」19
、
も
し
く
は
経
済
的
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
使
用
法
を
規
制
す
る
国
際

経
済
法
な
ど
、
こ
れ
ら
で
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
は
手
段
を
制
限
し
な
い
一
九

九
〇
年
版
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
が
湾
岸
戦
争
で
あ
っ
た
20

︒

２
　
冷
戦
と
世
界
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
を
隔
て
た
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
︵
一
九
八
九
年
︶
に
続
き
、

一
九
八
〇
年
代
最
後
の
最
後
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
に
件
の
父
ブ
ッ
シ
ュ
と

ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
冷
戦
」
終
結
の
共
同
宣
言
を
行
な
う
︒
一

九
八
一
年
に
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
米
国
大
統
領
に
就
任
し
て
以
降
、

ピ
ー
ク
に
達
し
た
冷
戦
だ
が
、
そ
の
終
結
に
至
る
ま
で
核
戦
争
を
回
避
す
る

た
め
、
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
の
究
極
態
と
も
言
え
る
恐
怖
の
均
衡
を

維
持
し
た
︒

一
九
四
七
年
の
「
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
に
始
ま
る
そ
の
冷
戦
で

語
ら
れ
る
二
〇
世
紀
後
半
は
低
強
度
紛
争
と
核
戦
争
の
危
機
と
を
メ
ル
ク

実
化
し
う
る
こ
と
自
体
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
は
終
わ
っ
た
と
ナ
イ
＆
ウ
ェ
ル
チ
は
そ
の
国
際
政
治
思
想
史

で
述
べ
る
︵
国
際
紛
争
、
二
一
九
頁
︶︒
と
は
い
え
、
勝
者
、
敗
者
、
友
／
敵
の
す

べ
て
が
消
え
去
る
核
の
絶
対
戦
争
の
現
実
化
は
、
戦
争
を
戦
争
た
ら
し
め
る

価
値
の
勝
利
／
敗
北
ま
で
も
が
消
失
し
、
戦
争
概
念
の
破
綻
を
も
た
ら
す
か

ぎ
り
、
絶
対
戦
争
は
や
は
り
統
整
的
理
念
で
し
か
あ
り
え
な
い
︒

現
在
で
も
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
は
終
わ
っ
て
い
な
い
︒

﹃
戦
争
論
﹄
の
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
主
義
的
原
理
論
を
存
在
論
的
地
平
に

し
て
新
た
な
戦
争
概
念
が
一
九
九
一
年
に
現
わ
れ
る
14

︒
人
民
解
放
軍
の
喬

良
お
よ
び
王
湖
穂
が
父
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
湾
岸
戦
争︵G

ulf W
ar

︶」
を
特
徴

づ
け
て
提
示
し
た
「
超
限
戦
」
=
「
制
限
な
き
戦
争
︵U

nrestricted W
arfare

︶」

概
念
で
あ
る
15

︒
す
な
わ
ち
、一
九
九
〇
年
八
月
二
日
に
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
し
勃
発
し
た
湾
岸
戦
争
は
、「
ス
テ
ル
ス
技
術
と
Ｉ
Ｔ
」
を
代
表

と
す
る
「
技
術
革
命
イ
コ
ー
ル
軍
事
革
命
」
の
も
と
16

、「
武
力
と
非
武
力
、

軍
事
と
非
軍
事
、
殺
傷
と
非
殺
傷
を
含
む
す
べ
て
の
手
段
を
用
い
て
、
自
分

の
利
益
を
敵
に
強
制
的
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
」
戦
争
形
態
を
と
っ
た
が
、
こ

れ
が
制
限
な
き
戦
争
と
呼
ば
れ
る
17

︒
と
は
い
え
、兵
糧
攻
め
、流
言
飛
語
、

大
量
虐
殺
な
ど
何
で
も
あ
り
の
戦
争
は
戦
史
に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
︒
そ
の
か

ぎ
り
、
他
国
の
「
主
権
と
領
土
の
一
体
性
」
へ
の
侵
害
を
違
反
行
為
と
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14 

た
だ
し
、「
永
久
平
和
の
た
め
に
」
で
は
な
く
、﹃
純
粋
理
性
批
判
﹄
的
な
カ
ン
ト

主
義
で
あ
る
︒

15 
C

olonel Q
iao Liang, C

olonel W
ang X

iangsui, U
nrestricted W

arfare: C
hina's 

M
aster Plan to D

estroy Am
erica, Echo Point B

ooks &
 M

edia, 2015.

16 

喬
良
、
王
湖
穂﹃
超
限
戦

│
二
一
世
紀
の「
新
し
い
戦
争
」﹄︵
坂
井
臣
之
助
監
修
、

Liu K
i

訳
、
角
川
新
書
、
二
〇
二
〇
年
︶
の
一
六
三
頁
を
参
照
︒

17 

喬
、
王
﹃
超
限
戦
﹄
の
十
四
頁
を
参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18 
https://w

w
w.unic.or.jp/info/un/charter/text_japanese/

︵
最
終
確
認
二
〇
二
三

年
十
一
月
三
〇
日
︶

19 

喬
、
王
﹃
超
限
戦
﹄
の
四
七
頁
を
参
照
︒

20 

喬
、
王
﹃
超
限
戦
﹄
の
七
四
~
八
四
頁
を
参
照
︒
何
で
も
あ
り
の
二
一
世
紀
的
戦

争
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
だ
が
、
そ
の
本
来
的
意
味
は
簡
潔
に
は
「
正
規
戦
・
非
正
規

戦
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
戦
争
」
で
あ
る
︵cf. 

廣
瀬
陽
子
﹃
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争

│
ロ
シ
ア
の

新
し
い
国
家
戦
略
﹄、
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
一
年
、「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」、
七
頁
︶︒
そ
の
特
徴

は
、
古
典
的
な
武
力
紛
争
で
あ
る
「
正
規
戦
」
の
割
合
を
減
ら
し
て
軍
事
的
勝
利
あ
る

い
は
戦
争
ビ
ジ
ネ
ス
的
利
益
を
め
ざ
す
戦
略
に
あ
る
が
、こ
れ
に
は
、サ
イ
バ
ー
戦
争
、

あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
偽
情
報
に
よ
る
敵
国
民
の
扇
動
な
ど
の
情
報
戦
争
が
ふ
く
ま
れ

る
︒
併
せ
て
小
泉
悠
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
み
る
ロ
シ
ア
の
介
入
戦
略

│
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
戦
略
と
は
何
か
」︵
日
本
国
際
問
題
研
究
所﹃
国
際
問
題
﹄、六
五
八
号
、二
〇
一
七
年
一
・

二
月
︶
を
参
照
︒
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マ
ー
ル
と
す
る
時
代
で
あ
っ
た
が
︵
国
際
紛
争
、
二
一
八
頁
︶、
国
務
省
政
策
企
画

局
長
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
は
、
一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
に
モ
ス
ク
ワ

か
ら
米
国
政
府
に
送
っ
た「
長
文
電
報
」
を
も
と
に﹃
フ
ォ
ー
リ
ン･

ア
フ
ェ

ア
ー
ズ
﹄
誌
︵
一
九
四
七
年
七
月
号
︶
に
「
Ｘ
」
の
名
で
論
考
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

の
行
動
の
源
泉
」
を
寄
せ
る
21

︒
こ
こ
で
彼
は
ソ
連
が
「
力
の
論
理
に
き
わ

め
て
敏
感
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
ソ
連
に
よ
る
武
力
行
使
を
抑
止
す
べ

く
、
米
国
ら「
西
側
世
界
」が
優
勢
な
対
抗
力
を
示
し
、
ソ
連
の「
封
じ
込
め
」

を
行
な
う
べ
き
と
主
張
す
る
22

︒
こ
う
し
た
国
際
情
勢
下
、
米
国
を
中
心
と

し
た
米
欧
軍
事
同
盟
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
一
九
四
九
年
に
発
足
す
る
が
、「
同
盟

国
が
あ
る
国
は
繁
栄
し
、
な
い
国
は
衰
退
す
る
」
と
い
う
米
国
の
「
格
言
」

を
講
演
で
紹
介
し
た
の
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
変
革
連
合
軍
最
高
司
令
官
や
Ｕ
Ｓ
Ａ

国
防
長
官
を
歴
任
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
テ
ィ
ス
で
あ
っ
た
23

︒

た
だ
し
、
一
九
七
三
年
に
始
ま
る
「
第
四
次
中
東
戦
争
」
で
中
東
産
油
国

は
米
国
や
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
石
油
の
禁
輸
を
経
済
的
・
資
源
的
ハ
ー
ド
・

パ
ワ
ー
と
し
て
用
い
、
こ
う
し
て
「
第
一
次
石
油
危
機
」
が
起
き
る
な
か
、

と
は
い
え
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
共
和
国
は
莫
大
な
利
益
を
得
、「
巨
大
な
軍

産
複
合
体
」
を
作
り
上
げ
る
24

︒
ソ
連
崩
壊
後
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
の
は

ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
︒
一
九
五
八
年
に
生
ま
れ
、
そ
の
石
油
危
機
を
ふ
く
む
冷

戦
の
時
代
を
三
〇
歳
強
ま
で
す
ご
し
た
ケ
ー
ガ
ン
は
二
〇
〇
三
年
の
著
作

﹃
楽
園
と
パ
ワ
ー
﹄
で
米
欧
政
治
思
想
史
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ
、
欧
州
は
一

方
で
ホ
ッ
ブ
ズ
的
世
界
か
ら
目
を
逸
ら
し
て
米
国
に
そ
の
対
応
を
委
ね
、
他

方
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
的
宥
和
を
甘
く
見
る
楽
園
思
想
の
持
主
で
あ
る
と
指

摘
す
る
︒
こ
の
と
き
強
調
さ
れ
た
の
は
、
西
欧
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て
軍
事
的

ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
強
化
と
こ
れ
を
中
心
と
し
た
警
戒
を
怠
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︵
パ
ワ
ー
、
一
〇
二
頁
︶︒
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
ら
一

部
欧
州
の
ナ
チ
ス
へ
の
融
和
と
い
う
致
命
的
失
敗
を
忘
れ
ず
に
ロ
シ
ア
の
脅

威
を
見
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︵
パ
ワ
ー
、
一
二
三
頁
︶25
︒

ケ
ー
ガ
ン
は
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
﹃
外
交
﹄
か
ら
以
下
の
文
章

を
引
用
し
て
い
た
︒

ベ
ル
リ
ン
に
駐
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
官
僚
が
こ
う
語
っ
た
︒「
平
和
を

望
む
と
い
う
ヒ
ト
ラ
ー
の
発
言
が
真
摯
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
合
意
で
き
た
の

は
成
功
だ
っ
た
と
喜
べ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
︒
ヒ
ト
ラ
ー
の
本
心
が
違
っ

て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
将
来
、
狂
信
的
な
政
治
家
が
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
政
権
を

奪
う
日
が
く
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
少
な
く
と
も
戦
争
の
勃
発
を
遅
ら
せ
た
こ

と
に
な
り
、
や
は
り
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
る
」︒︵
パ
ワ
ー
、
一
四
五
頁
、
注
十
二
︶

と
は
い
え
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
侵
攻
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
端
緒
を
開
き
、
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21 

ケ
ナ
ン
﹃
ア
メ
リ
カ
外
交
五
〇
年
﹄︵
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
︶
の
第
二
部
第

一
章
を
参
照
︒

22 

ケ
ナ
ン
﹃
ア
メ
リ
カ
外
交
五
〇
年
﹄
の
第
二
部
第
一
章
を
参
照
︵cf. 

パ
ワ
ー
、

一
二
三
頁
︶︒

23 

「
マ
テ
ィ
ス
元
米
国
防
長
官
、「
ロ
シ
ア
の
衰
退
を
目
の
当
た
り
」 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
言
及
」︵
二
〇
二
二
年
七
月
二
日C

N
N

.co.jp

︶
を
参
照
︒

24 

藤
澤
潤
﹃
ソ
連
の
コ
メ
コ
ン
政
策
と
冷
戦
―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
問
題
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
︶
の
第
五
章
「
石
油
危
機
へ
の
対
応
」、
特
に

一
七
一
頁
を
参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25 

英
独
仏
伊
の
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
」
で
、
鉱
物
資
源
が
豊
富
な
ズ
デ
ー
デ
ン
地
方

を
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
割
譲
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
る
︒

　235
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月
の
六
日
に
ヒ
ロ
シ
マ
、
九
日
に
ナ
ガ
サ
キ
で
の
核
兵
器
使
用
に
至
っ
た
世

界
規
模
の
総
力
戦
と
な
る
︒
第
二
次
世
界
大
戦
で
あ
る
︒

こ
の
総
力
戦
概
念
は
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
一
九
一
九
年
の

﹃
私
の
大
戦
回
想
録
﹄︵M

eine K
riegserinnerungen: 1914-1918, 1919

︶26
以
来
、
構
想

を
温
め
な
が
ら
、
一
九
三
五
年
の
﹃
総
力
戦
﹄︵D

er totale K
rieg

︶
で
あ
ら
た
め

て
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
彼
は
こ
う
述
べ
る
︒

世
界
戦
争
に
あ
っ
て
敵
陸
軍
に
よ
る
戦
闘
は
す
で
に
キ
ロ
単
位
の
長
大
な

幅
を
も
つ
戦
闘
領
域
深
く
の
前
線
で
行
な
わ
れ
た
︒
こ
の
状
況
は
、
戦
争

そ
れ
自
体
と
同
じ
く
、
該
当
国
の
住
民
を
も
極
度
の
深
刻
さ
へ
と
巻
き
込

み
、
今
日
︹
=
一
九
三
五
年
︺、
こ
う
し
て
戦
争
の
舞
台
は
参
戦
国
民
の

文
字
通
り
全
領
域
に
わ
た
っ
て
い
る
︒︵D

er totale K
rieg, S. 5

︶

「
こ
れ
ま
で
は
な
い
も
同
然
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
が
、︹
兵
士
た
ち
の
︺
故
郷

で
は
戦
争
の
た
め
の
労
働
と
生
活
と
が
現
わ
れ
︙
︙
」︵D

er totale K
rieg, S. 8f.

︶、

「
敵
に
対
し
て
軍
が
も
つ
戦
争
遂
行
能
力
は
、
故
郷
で
暮
ら
す
国
民
が
も
つ

戦
争
遂
行
能
力
に
強
く
依
拠
し
て
い
た
」︵D

er totale K
rieg, S. 8f.

︶︒
そ
れ
ゆ
え
、

「
陸
軍
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
も
ま
た
、
個
々
別
々
に
濃
淡
は
あ
れ
、
直
接

的
な
戦
争
行
為
に
巻
き
込
ま
れ
、
か
つ
、
間
接
的
な
戦
争
行
為
の
食
料
封
鎖

や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
被
っ
た
」︵D

er totale K
rieg, S. 5

︶︒

歴
史
的
に
ド
イ
ツ
軍
の
主
力
は
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
で
あ
っ
た
が
、「
い
ま

な
お
陸
軍
は
戦
争
の
本
性
に
か
ん
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ツ
の
教
説
か
ら

自
由
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
点
を
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
批
判
し
つ
つ
︵D

er 

totale K
rieg, S. 4

︶、﹃
総
力
戦
﹄
の
訳
者
伊
藤
智
央
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
︙
︙

時
代
的
に
も
限
定
さ
れ
た
あ
る
一
つ
の
戦
争
形
態
に
お
け
る
戦
争
遂
行
を
前

提
と
し
て
戦
争
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
」27
︒
と
い
う
の
も
、
伊
藤
わ

い
く
、「
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
思
考
方
法
を
援
用
し
つ
つ
、

戦
争
の
普
遍
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
戦
争
理
論
は
、
そ
の
分
析
的
性
格
の
た
め
、
戦
争
遂
行
へ
の
直
接
的
な

示
唆
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
は
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
目
に
映
ら
な
か
っ

た
」
か
ら
で
あ
る
28

︒

と
は
い
え
、「
最
近
一
五
〇
年
に
わ
た
る
従
来
の
戦
争
す
べ
て
と
ま
っ
た

く
異
な
る
性
格
を
見
せ
た
の
が
世
界
戦
争
だ
」
と
主
張
し
た
い
彼
の
洞
察
を

端
的
に
示
す
総
力
戦
概
念
は
︵D

er totale K
rieg, S. 4

︶、
や
は
り
主
権
国
家
の
中

央
政
府
を
戦
争
と
講
和
の
政
治
的
・
行
政
的
主
体
と
す
る
か
ぎ
り
、
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
も

と
づ
い
て
案
出
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
点
か
ら
読
み
解
く
べ
き
は
以
下
で
あ
る
︒

そ
う
し
て
、
だ
か
ら
、
総
力
戦
の
矛
先
は
国
防
軍
だ
け
で
は
な
く
、
直
接

国
民
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
容
赦
な
き
現
実
の
正
体
な
の
だ
︒

思
い
つ
く
か
ぎ
り
の
戦
争
手
段
は
す
べ
て
こ
の
現
実
に
奉
仕
す
べ
く
設
え

ら
れ
て
お
り
、設
え
ら
れ
う
る
︒「
目
に
は
目
を
、歯
に
は
歯
を
」も
ま
た
、

と
に
か
く
ま
さ
に
総
力
戦
で
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
総
力
戦
の
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26 

邦
訳
は
﹃
世
界
大
戦
を
語
る

│
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
回
想
録
﹄︵
法
貴
三
郎
訳
、
朝

日
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
︶
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27 

邦
訳﹃
総
力
戦
﹄︵
伊
藤
智
央
訳
、解
説
、原
書
房
、二
〇
一
五
年
︶の
一
八
七
頁
を
参
照
︒

28 

邦
訳
﹃
総
力
戦
﹄
の
一
八
七
頁
を
参
照
︒

234　
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し
い
緊
張
は
こ
の
よ
う
に
し
て
参
戦
国
民
す
べ
て
の
あ
い
だ
で
生
ま
れ

る
︒︵D

er totale K
rieg, S. 6

︶

軍
の
主
力
が
い
ず
れ
で
あ
れ
、
戦
争
の
遂
行
主
体
を
主
権
国
家
の
「
国
民

国
家
︵nation state

︶」
に
限
定
し
、
そ
こ
か
ら
宗
教
組
織
を
除
い
た
ウ
ェ
ス

ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
始
ま
り
、
二
〇
二
〇
年
代
現
在
に
ま
で
妥
当
す
る
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
存
在
論
的
地
平
に
総
力
戦
概
念
は
内
蔵

さ
れ
て
い
る
︒

世
界
規
模
の
そ
う
し
た
総
力
戦
を
終
え
る
た
め
に
参
戦
を
決
め
た
米
国

大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
と
は
い
え
、「
国
際
協
調
主
義

︵liberalism

︶」
に
も
と
づ
い
て
「
十
四
ヵ
条
の
宣
言
」
を
行
な
う
︵
国
際
紛
争
、

一
四
一
頁
︶︒
い
わ
く
、「
大
国
、
小
国
を
問
わ
ず
、
政
治
的
独
立
と
領
土
保
全

の
相
互
的
保
証
を
与
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
明
確
に
規
定
さ
れ
た
協

約
の
も
と
、
諸
国
家
の
全
体
的
な
連
合
組
織
が
結
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」︵
国
際
紛
争
、一
四
六
頁
︶︒
世
界
戦
争
を
一
度
き
り
に
す
る
た
め
の
尽
力
は
、

そ
う
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
始
ま
る
︒

こ
れ
に
反
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
は
起
き
て
し
ま
う
が
、
と
は
い
え
、
世

界
戦
争
を
そ
れ
限
り
に
す
る
尽
力
が
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
二
〇
年
代
現

在
ま
で
の
国
際
秩
序
を
支
え
て
き
た
︒
こ
の
と
き
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
覇
権
国
で
あ
る
「
米
国
は
も
っ
と
も
偉
大
な
国
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
建
国
の
理
念
」
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
︵
パ

ワ
ー
、
一
一
九
頁
︶︒「
人
類
一
般
の
意
見
へ
の
然
る
べ
き
尊
重
」
を
謳
う
「
米
国

独
立
宣
言
」︵
一
七
七
六
年
︶
を
起
草
し
、
そ
れ
に
署
名
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
主
張
す
る
「
米
国
の
大
義
」
と
は
「
自
己
の
利
益

︵benefit

︶
を
追
求
す
れ
ば
人
類
全
体
の
利
益
を
追
求
で
き
る
」
こ
と
に
あ
り

︵
パ
ワ
ー
、一
二
〇
頁
︶、"benefit

"の
語
源
は「
善
行
」を
意
味
し
た"benefactum

"

で
あ
る
︒
一
八
六
三
年
の
「
奴
隷
解
放
宣
言
」
か
ら
、「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
を

経
て
「
人
種
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
」
へ
と
米
国
的
開
放
性
を
拡
大
的
に
多
様
化

し
な
が
ら
29

、
し
か
し
同
時
に
米
国
は
ホ
ッ
ブ
ズ
的
世
界
の
ハ
ー
ド
・
パ

ワ
ー
思
想
を
保
持
し
て
き
た
︒

ケ
ー
ガ
ン
は
こ
う
ま
と
め
て
い
る
︒

米
国
は
啓
蒙
主
義
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
お
り
、
今
で
も
人
間
の
完
全
性

を
信
じ
、
完
璧
な
世
界
が
実
現
す
る
と
の
希
望
を
捨
て
て
い
な
い
︒
と
は

い
え
、
完
璧
か
ら
は
程
遠
い
世
界
で
は
軍
事
力
が
必
要
だ
と
信
じ
て
い
る

点
で
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
︒
国
際
関
係
の
行
動
を
規
定
す
る
法
が
効
力
を

も
つ
部
分
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
米
国
な
ど
が
軍
事
力
で
そ
れ
を

守
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
信
じ
て
い
る
︒︵
パ
ワ
ー
、
一
二
九
頁
︶

二
つ
の
世
界
戦
争
や
各
種
の
武
力
紛
争
で
語
ら
れ
る
二
〇
世
紀
は
、
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
が
主
張
す
る
「
人
類
一
般
の
意
見
へ
の
然
る
べ
き
尊
重
」
に
孕
ま

れ
た
米
国
的
肯
定
性
と
米
国
的
困
難
さ
と
の
相
克
が
さ
ま
ざ
ま
に
現
わ
れ
で

た
時
代
だ
っ
た
︒

と
は
い
え
、
そ
の
尊
重
は
「
人
類
一
人
一
人
の
具
体
的
生
へ
の
然
る
べ
き

尊
重
」
へ
と
高
進
し
う
る
こ
と
、
こ
こ
に
米
国
の
積
極
的
可
能
性
が
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29 

拙
稿
「
米
国
公
民
権
運
動
と
新
た
な
日
常
的
共
同

│
政
治
学
と
は
別
の
仕
方

で
」︵
佐
藤
香
織
、
遠
藤
健
樹
、
横
地
編
著
﹃
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹇
増
補
改
訂
版
﹈

│
平
和
の
価
値
を
め
ぐ
る
哲
学
的
試
み
﹄所
収
、
弘
前
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
︶を
参
照
︒

こ
ち
ら
は
、哲
学
的
観
点
か
ら
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
の
政
治
学
」︵﹃
戦
略
研
究
﹄

所
収
︶
に
大
幅
な
加
筆
と
修
正
を
施
し
た
論
考
で
あ
る
︒
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で
は
な
い
か
︒

兵
士
が
戦
場
で
も
戦
後
も
生
身
の
人
間
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
、
こ
の
可

能
性
を
育
み
、
戦
争
を
飼
い
慣
ら
し
て
全
体
主
義
国
家
と
の
絶
滅
戦
争
を
勃

発
さ
せ
な
い
術
へ
と
具
体
化
す
る
試
み
が
必
要
で
あ
る
︒

次
節
で
は
、
兵
士
の
「
食
」
問
題
に
ふ
れ
つ
つ
、
現
生
人
類
の
「
進
化
史

的
ア
プ
リ
オ
リ
」30
が
一
人
一
人
の
具
体
的
生
に
宿
る
様
子
を
確
か
め
る
︒

動
物
行
動
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
哲
学
的
人
間
学
を
引
き
受
け

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
概
念
の
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
は
、
進
化
生
物
学
的
観
点

か
ら
カ
ン
ト
の
「
ア
プ
リ
オ
リ
」
概
念
を
読
み
換
え
、
自
然
な
環
境
適
応
の

産
物
で
あ
る
人
間
的
身
心
に
備
わ
る
現
行
構
造
の
ア
プ
リ
オ
リ
を
指
す
た
め

に
準
備
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
︒

二
　
人
間
と
動
物
31

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
に
あ
っ
て
、
現0

存
在

0

0

は
飢
え
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
」32
と
批
判
し
て
い
た
︒
と
は
い
え
、

戦
争
の
内
的
脈
絡
で
生
き
る
「
現
存
在
」
は
兵
士
︿
と
し
て
﹀
空
腹
を
覚
え
、

兵
士
︿
と
し
て
﹀
そ
の
務
め
を
果
た
す
︿
た
め
﹀、
戦
場
で
毎
日
の
食
事
を
く

り
か
え
し
、
仕
事
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
を
と
る
︒「
野
戦
糧
食
」、
い
わ
ゆ
る

「
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
で
あ
る
33

︒

現
存
在
も
ま
た
、
飢
え
、
食
べ
る
︒

し
か
も
、
こ
う
し
て
生
命
や
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
食
だ
け
で
な
く
、

食
べ
も
の
の
好
き
嫌
い
や
、
食
の
思
想
と
実
践
と
し
て
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ニ
ズ

ム
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
、
食
文
化
と
し
て
の
美
食
の
問
題
も
兵
士
に
は
加
わ

り
う
る
34

︒

こ
う
し
て
戦
争
に
必
須
の
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」35
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
試

み
た
言
語
的
思
索
と
そ
れ
な
り
に
重
な
り
を
も
つ
言
い
方
を
も
ち
い
れ
ば
、

い
わ
ば
「
戦
争
内
存
在
︵In-einem

-K
rieg-Sein

︶」36
と
い
う
構
え
を
と
る
現

存
在
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
そ
の
成
り
立
ち
が
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30 

現
生
人
類
の
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
映
画
﹃
ブ
レ
ー
ド

ラ
ン
ナ
ー
﹄
の
生
命
倫
理
学

│
虚
実
の
あ
い
だ
で
詭
弁
を
見
定
め
る
」︵﹃
フ
ィ
ル
カ

ル
﹄、
第
三
巻
、
一
号
、
ミ
ュ
ー
社
、
二
〇
一
八
年
︶
の
第
五
節
「
人
格
と
物
に
か
ん
す
る
古

典
的
議
論
」
を
参
照
︒

31 

本
節
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
検
討
課
題
の
観
点
か
ら
拙
稿
「
人
間
と
時
間
の
小
史

│
多
様
な
虚
実
の
な
か
で
」︵
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
編
﹃
人
文
社
会
科
学
論
叢
﹄、
第

十
二
号
、
二
〇
二
二
年
︶
の
第
一
節
「
知
性
を
も
つ
時
間
的
動
物
」
の
一
部
に
大
幅
な
修

正
と
加
筆
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
︒

32 
Em

m
anuel Lévinas, Totalité et infini, Essai sur l'extériorité, K

luw
er, 1988

︵1961

︶, p. 142.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33 

た
と
え
ば
、
二
〇
二
三
年
五
月
十
二
日M

A
M

O
R

-W
EB

「
世
界
の
軍
隊
"
ミ
リ

メ
シ
"
を
比
較
　
イ
タ
リ
ア
軍
は
「
満
足
で
き
る
イ
タ
メ
シ
」」︵https://m

am
or-w

eb.jp/_
ct/17580459

、
最
終
確
認
二
〇
二
三
年
十
一
月
三
〇
日
︶
を
参
照
︒

34 

二
〇
二
二
年
十
二
月
六
日
時
事
通
信
「
戦
場
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、
兵
士
ら
に
人
気

の
軽
食
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
」︵
翻
訳
編
集A

FPB
B

N
ew

s

、https://sp.m
.jiji.com

/article/
show

/2862298

、
最
終
確
認
二
〇
二
三
年
十
一
月
三
〇
日
︶
を
参
照
︒

35 

拙
著
﹃
超
越
の
エ
チ
カ

│
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
﹄︵
ぷ
ね
う

ま
舎
、
二
〇
一
五
年
︶
の
§
28
「
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
を
参
照
︒
　

36 

「
戦
争
内
存
在
」
概
念
に
か
ん
し
て
は
、
藤
岡
俊
博
「
横
地
徳
広
﹃
超
越
の
エ
チ
カ

│
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
﹄︵
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
五
年
︶」
書

評
」︵﹃
図
書
新
聞
﹄、
三
二
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
︶を
参
照
︒
い
わ
く
、「
だ
が
、

︹
副
題
の
︺
こ
の
世
界
戦
争
が
ほ
か
な
ら
ぬ
﹃
日
常
性
の
解
釈
学
﹄
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
注
意
す
る
な
ら
、こ
の
語
が
本
書
で
果
た
す
役
割
が
見
え
て
く
る
」︒

「
軍
事
用
語
で
あ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
い
ま
や
生
活
用
語
と
化
し
て
し
ま
っ
た
」

が
、「
だ
か
ら
、
世
界
戦
争
と
は
︿
戦
争
と
し
て
の
世
界
﹀
の
謂
で
あ
っ
て
、
世
界
内

存
在
た
る
現
存
在
は
す
で
に
︿
戦
争
内
存
在
﹀
な
の
で
は
な
い
か
」︒
こ
の
指
摘
に
関

係
し
て
拙
著
﹃
戦
争
の
哲
学
﹄
第
六
章
「
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ︿
２
﹀

│
政
治
内
存
在
と
戦
争
内
存
在
」
を
参
照
︒
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明
可
能
で
あ
る
︒

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
︒

そ
れ
ゆ
え
戦
争
活
動
態
す
べ
て
は
直
接
的
か
間
接
的
に
必
ず
交
戦
に
か
か

わ
る
︒
兵
士
は
徴
募
さ
れ
、
制
服
を
着
用
し
、
武
装
し
、
訓
練
さ
れ
、
ま

た
そ
の
兵
士
が
睡
眠
を
と
り
、飲
食
し
、行
軍
す
る
︒
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

適
所
適
時
に
て
︵an rechter Stelle und zu rechter Zeit

︶
交
戦
す
る
た
め

だ
け
に
行
な
わ
れ
る
︒︵K

riege, S. 53f., vgl. S. 102

︶

つ
ま
り
、「
広
義
の
戦
争
術
に
は
戦
闘
力
の
産
出
、
す
な
わ
ち
、
徴
募
、

武
装
、
装
備
、
訓
練
が
含
ま
れ
、
戦
争
の
た
め
に
現
に
存
在
す
る
︵um

 des 

K
rieges w

illen da sind

︶
活
動
態
す
べ
て
が
属
し
て
い
る
」︵K

riege, S. 102

︶︒

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
に
は
「
現
実
に
そ
こ
に
存
在
す
る
」
と
い
う
意
味
で

の
"da sind

"
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
現
存
在
と
呼
ば
れ

た
有
限
的
人
間
が
兵
士
︿
と
し
て
﹀
戦
場
の
な
か
で
正
規
の
敵
国
兵
へ
の
対

応
を
ス
ム
ー
ス
に
実
行
可
能
で
あ
る
の
も
、
戦
闘
の
た
め
に
︵um

 zu

︶「
徴

募
さ
れ
、
制
服
を
着
用
し
、
武
装
し
、
訓
練
さ
れ
て
い
る
」
或
る
一
つ
の
日

常
性
を
メ
イ
ン
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
成
人
男
性
に
必
要
な
一
日
あ

た
り
の
三
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
し
、活
動
中
に
明
朗
な
意
識
を
保
つ
か
、

少
な
く
と
も
眠
り
に
落
ち
な
い
だ
け
の
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
も
ま
た
、「
適
所
適
時
に
て
交
戦
す
る
た
め
」、
戦
争
の
内
的
文
脈
に

編
み
こ
ま
れ
て
い
る
︒

世
界
内
存
在
と
い
う
構
え
を
と
る
「
現
存
在
︵D

asein

︶」
の
「
現
︵D

a

︶」

に
は
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
無
限
的
全
体
で
あ
る
「
世
界
一
般
︵die 

W
elt überhaupt

︶」
が
開
か
れ
る
が
37

、「
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
」
を

介
し
て
世
界
一
般
は
「
或
る
世
界
︵eine W

elt

︶」
さ
ま
ざ
ま
へ
と
限
定
さ

れ
38

、
た
と
え
ば
戦
争
と
い
う
図
式
的
地
平
に
変
容
す
る
︒
飢
え
、
食
べ
る

現
存
在
が
戦
場
で
存
在
す
る
こ
と
の
或
る
日
常
的
安
定
性
は
こ
う
し
て
形
成

さ
れ
る
わ
け
だ
︒

し
か
も
、
現
生
人
類
の
誕
生
以
来
、
人
間
は
適
応
し
た
自
然
環
境
の
な
か

で
動
植
物
を
食
べ
、
十
万
年
単
位
で
い
わ
ば
食
の
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
を

形
成
し
て
き
た
︒

と
同
時
に
、
食
用
に
資
す
る
動
物
を
人
間
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
い
、
家
族

の
一
員
に
さ
え
す
る
こ
と
も
あ
る
︒
あ
る
い
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
戦
争

が
動
物
に
も
た
ら
す
暴
力
と
人
間
へ
の
問
い
」
を
発
表
し
た
神
島
裕
子
は
戦

争
に
お
け
る
動
物
の
リ
ア
ル
い
く
つ
か
を
論
じ
て
い
た
が
、
戦
場
で
砲
火
の

犠
牲
と
な
っ
た
ペ
ッ
ト
が
救
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
動
物
が
軍
用
動
物

︿
と
し
て
﹀
も
ち
い
ら
れ
、
自
軍
の
兵
士
を
救
い
、
敵
兵
を
殺
害
す
る
こ
と

も
あ
る
︒
食
用
に
資
す
る
植
物
を
景
観
や
観
葉
植
物
と
し
て
愛
で
た
り
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37 

存
在
論
的
構
造
と
し
て
世
界
一
般
と
言
え
る
の
は
、
多
種
多
様
な
諸
存
在
者
す

べ
て
が
織
り
な
す
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
無
限
性
だ
が
、
超
越
論
的
哲
学
の
言

葉
で
表
現
す
れ
ば
、「
共
同
現
存
在
」
の
「
理
念
的
構
成
」
と
言
い
う
る
︒
一
つ
一
つ
の

全
体
的
存
在
者
す
べ
て
か
ら
語
る
場
合
、
そ
う
し
た
構
成
は
不
要
だ
ろ
う
︒
現
存
在

そ
れ
ぞ
れ
、
世
界
一
般
の
大
き
さ
や
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
界
一
般
が
機

能
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
多
種
多
様
な
諸
存
在
者
す
べ
て
の
可
能
無
限
的
存
在
は
想
定

可
能
で
あ
る
︒
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
概
念
で
あ
る
「
全
体
的
存
在
者

︵das Seiende im
 G

anzen

︶」
と
は
、
或
る
存
在
者
一
つ
の
範
囲
で
可
能
無
限
的
全
体
性
を

備
え
た
存
在
者
の
こ
と
で
あ
り
、
解
釈
学
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
が
も
ち
う
る
存
在
意

味
す
べ
て
を
現
実
的
か
つ
可
能
的
に
そ
な
え
た
或
る
存
在
者
の
こ
と
だ
が
、
形
而
上

学
的
に
言
え
ば
、
件
の
可
能
無
限
的
存
在
は
全
体
的
存
在
者
す
べ
て
の
そ
れ
を
指
す
︒

こ
れ
に
対
し
て
神
は
形
而
上
学
的
無
限
で
あ
る
︒

38 

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
カ
ン
ト
の
図
式
論
=
演
繹
論

│
或
る
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
接
点
」︵
嶺
岸
佑
亮
、
増
山
浩
人
、
梶
尾
悠
史
、

横
地
編
著
﹃
見
る
こ
と
に
言
葉
は
い
る
の
か

│
ド
イ
ツ
認
識
論
史
へ
の
試
み
﹄
所
収
、
弘
前
大
学

出
版
会
、
二
〇
二
三
年
︶
を
参
照
︒
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る
こ
と
も
あ
ろ
う
︒

問
題
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
︒

た
と
え
ば
、
縦
に
細
長
く
伸
び
る
日
本
列
島
の
場
合
、
自
衛
隊
予
算
や
警

察
予
算
を
い
く
ら
積
ん
で
も
、
実
力
組
織
だ
け
で
は
列
島
防
衛
を
十
全
に
行

な
い
え
な
い
︒
だ
か
ら
、
食
料
生
産
の
担
い
手
で
あ
る
農
家
や
漁
師
、
畜
産

家
が
全
国
津
々
浦
々
に
住
ま
う
こ
と
で
不
審
者
や
敵
対
者
へ
の
警
戒
網
を
形

成
し
、
国
家
的
安
全
保
障
の
日
常
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
︒

人
間
が
動
植
物
と
さ
ま
ざ
ま
に
か
か
わ
る「
生
活
世
界
」の
一
端
で
あ
る
︒

で
は
、
そ
の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
自
体
は
ど
う
思
索
さ
れ
る
の
か
︒

小
稿
の
哲
学
的
議
論
や
、ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
そ
の
ス
マ
ー
ト
・

パ
ワ
ー
論
で
と
り
あ
げ
た
「
文
脈
的
知
性
︵contextual intelligence

︶」39
概
念
に
関

連
さ
せ
る
仕
方
で
確
認
し
て
お
く
︒
ナ
イ
い
わ
く
、「
特
定
の
状
況
に
お
い

て
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
と
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
適
切
に
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
か
、
こ
の
こ
と
を
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
理
解
し
た
い
な
ら
、
文
脈
的
知
性
が

必
要
で
あ
る
」︵Lead, p. 141

︶︒
こ
の
文
脈
的
知
性
は
、「
実
践
的
推
論
」の「
小

前
提
」
に
あ
っ
て
状
況
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
を
遂
行
す
る「
実
践
的
ヌ
ー
ス
」

を
ふ
く
み
︵G

A19, S. 160

︶、
ナ
イ
的
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
状
況
理
解
の
な

か
で
「
潜
在
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た
ち
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
が
変
化
し
て
い
く
さ

ま
を
把
握
す
る
能
力
」︵Lead, p. 100

︶
で
も
あ
る
︒

さ
て
、
加
藤
尚
武
が
そ
の
著
作
﹃
環
境
倫
理
学
の
す
す
め
︻
増
補
新
版
︼﹄

で
論
じ
る
に
、生
命
倫
理
学
と
比
較
し
て
環
境
倫
理
学
の
場
合
、「
そ
の
も
っ

と
も
特
徴
的
な
局
面
は
、
権
利
と
い
う
観
念
を
自
然
物
に
ま
で
拡
張
し
よ
う

と
す
る
点
に
あ
る
」
が
、「
こ
の
思
想
の
原
型
は
Ｐ
・
シ
ン
ガ
ー
に
﹃
動
物
解

放
論
﹄︵
戸
田
清
訳
、
技
術
と
人
間
︶
で
あ
っ
て
、
動
物
の
生
存
権
を
認
め

よ
と
い
う
議
論
で
あ
る
」︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
一
頁
︶︒
加
藤
は
功
利
主
義
者
シ

ン
ガ
ー
の
動
物
福
利
論
を
誤
解
し
て
権
利
論
と
み
な
し
て
い
る
が
、
し
か
し

な
が
ら
、
重
要
な
の
は
加
藤
が
批
判
し
た
い
立
場
で
あ
る
︒
そ
れ
は
、
快
楽

と
苦
痛
の
感
覚
能
力
を
そ
な
え
た
人
間
に
「
生
存
の
権
利
」
が
認
め
ら
れ
る

以
上
、
同
じ
感
覚
能
力
を
そ
な
え
た
動
物
に
も
、
人
間
と
同
様
、「
生
存
の

権
利
」
を
認
め
よ
う
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
一
頁
以
下
︶︒
こ

れ
に
対
し
て
加
藤
は
ジ
ョ
エ
ル
・
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
論
考
「
動
物
と
生
ま

れ
ざ
る
世
代
の
諸
権
利
」40
を
参
照
し
、
そ
の
立
場
に
対
す
る
批
判
的
検
討
を

示
す
が
、
そ
の
骨
子
は
「
権
利
を
主
張
す
る
能
力
の
な
い
も
の
に
権
利
は
な

い
」
点
に
あ
っ
た
︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
九
頁
︶41
︒

こ
の
骨
子
を
義
務
論
の
観
点
か
ら
加
藤
が
言
い
換
え
、
た
と
え
ば
「
施
し

の
義
務
」
な
ど
「
不
完
全
義
務
と
い
う
の
は
、
本
当
は
相
互
的
な
義
務
か
ら

で
て
く
る
の
だ
と
考
え
る
と
、
相
互
性
の
成
り
立
た
な
い
間
柄
に
は
義
務
は

な
い
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
し
た
が
っ
て
相
手
の
側
に
権
利
も
な
い
」︵
環

境
倫
理
学
、
一
二
八
頁
︶︒「
動
物
虐
待
禁
止
条
例
」
を
例
に
言
え
ば
、「
道
徳
的

主
体
︵m

oral agent

︶」
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
「
動
物
に
か
ん
す
る
義

務
︵duties regarding anim

als

︶」
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
「
動
物
に
対
す

る
義
務
︵duties to anim

als

︶」
で
は
な
い
︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
七
頁
以
下
︶︒
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39 

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
米
国
公
民
権
運
動
と
新
た
な
日
常
的
共
同

│

政
治
学
と
は
別
の
仕
方
で
」︵
佐
藤
ほ
か
拙
編
著
﹃
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹄
所
収
︶
を

参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40 
C

f., Joel Feinberg, The R
ights of A

nim
als and U

nborn G
enerations, in: 

Rights, Justice, and the Bounds of Liberty, Essays in Social Philosophy, Princeton 
U

niversity Press, 1980

︵「
動
物
と
生
ま
れ
ざ
る
世
代
の
諸
権
利
」、
島
津
格
、
飯
田
恒
之
編
集
・

監
訳
﹃
倫
理
学
と
法
学
の
架
橋
﹄
所
収
、
東
信
堂
、
二
〇
一
八
年
︶︒

41 

併
せ
て
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
「
動
物
と
生
ま
れ
ざ
る
世
代
の
諸
権
利
」︵﹃
倫
理
学

と
法
学
の
架
橋
﹄
所
収
︶
の
三
三
一
~
三
三
三
頁
を
参
照
︒
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う
の
も
、
道
徳
的
主
体
で
は
な
い
動
物
に
は
人
間
「
に
対
す
る
」「
道
徳
的

義
務
」
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
、
人
間
が
動
物
と
の
あ
い
だ
で
相
互
的
に
動

物「
に
対
す
る
」「
完
全
義
務
」を
担
う
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る︵
環
境
倫
理
学
、

一
二
七
頁
以
下
︶︒

以
上
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
権
利
と
義
務
の
倫
理
的
関
係
は
加
藤
的
に
こ

う
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
︒

動
物
に
義
務
を
も
つ
資
格
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
動
物
に
知
的
な

対
応
能
力
が
不
足
︵intellectual incopetence

︶
し
て
い
る
か
ら
で
、
そ
の

た
め
に
倫
理
的
に
権
利
に
は
適
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
︒
さ
て
、
そ
の
不

足
し
て
い
る
も
の
は
な
に
か
︒
こ
の
疑
問
に
対
す
る
も
っ
と
も
普
通
の
答

え
は
、
動
物
に
は
自
分
の
た
め
に
権
利
を
訴
え
る
︵claim

ing rights

︶
能

力
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
八
頁
︶42 

こ
う
し
て
権
利
と
義
務
の
問
題
は
、
人
間
と
動
物
な
ど
人
間
以
外
の
存
在

者
と
の
あ
い
だ
で
ど
の
よ
う
な
基
準
に
も
と
づ
い
て
画
定
さ
れ
る
の
か
と
い

う
問
題
と
な
る
︒
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ=

加
藤
的
に
は
「
権
利
を
主
張
す
る
」

た
め
に
「
知
的
な
対
応
能
力
」
を
も
つ
か
否
か
が
そ
の
基
準
で
あ
る
︒
自
己

の
権
利
を
主
張
し
て
自
己
へ
の
義
務
を
相
手
に
担
わ
せ
る
知
的
な
対
応
能
力

は
、
加
藤
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
、「
も
と
も
と
﹃
競
争
し
て
、
張
り
合
う
﹄

︵com
pete

︶
能
力
の
こ
と
」
で
あ
り
、
加
藤
は
そ
れ
を
「
判
断
能
力
」
と
言
い

換
え
、「
判
断
能
力
の
な
い
も
の
に
は
権
利
が
な
い
」
こ
と
が
「
能
力
主
義
の

権
利
概
念
の
核
心
」
だ
と
指
摘
す
る
︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
九
頁
︶︒

そ
れ
な
り
に
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ=

加
藤
的
な
立
場
を
引
き
受
け
る
小
稿
で

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
く
︒

動
物
の
よ
う
に
そ
の
場
か
ぎ
り
の
感
覚
で
は
な
く
、
人
間
は
個
々
別
々
の

文
脈
に
お
い
て
快
楽
や
苦
痛
、
喜
怒
哀
楽
に
彩
ら
れ
た
出
来
事
を
多
様
な
時

間
か
ら
了
解
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
問
い
つ
づ
け
う
る
︒
こ
こ
に
、
解
釈
学

的
ロ
ゴ
ス
を
も
つ
動
物
で
あ
る
人
間
の
独
自
性
が
存
す
る

│
こ
れ
に
対
し

て
動
物
は
ロ
ゴ
ス
と
そ
の
一
般
性
に
与
り
え
な
い
︒

わ
け
て
も
、
他
で
も
な
い
自
分
だ
け
が
死
に
う
る
そ
の
死
、
つ
ま
り
は
自

身
に
最
果
て
の
可
能
性
を
思
う
と
き
、
現
世
に
生
ま
れ
落
ち
て
自
分
は
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
を
生
き
て
き
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
顧
み
ら
れ
、こ
の
と
き
、

多
種
多
様
な
事
実
や
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
諸
々
は
一
回
的
な
有
り
難
さ
を
は

ら
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
る
︒

拙
稿「
戦
争
と
人
間
」︵
日
本
哲
学
会
編﹃
哲
学
﹄
所
収
︶
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
誰

が
死
ぬ
の
か
」
と
い
う
問
い
を
み
ず
か
ら
生
き
る
場
所
で
は
、
な
お
さ
ら
、

そ
う
で
あ
ろ
う
︒
信
太
的
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
兵
士
た
ち

は
「﹃
誰
が
死
ぬ
の
か
﹄
と
い
う
﹃
問
い
﹄
そ
の
も
の
が
生
き
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
ポ
レ
モ
ス
的
な
も
の
の
経
験
を
素
通
り
」
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
等

身
大
で
生
き
て
「
初
め
に
ポ
レ
モ
ス
あ
り
き
」
ゆ
え
の
「
初
め
に
ロ
ゴ
ス
あ

り
き
」
を
垂
直
的
に
遂
行
し
、
多
種
多
様
な
諸
存
在
者
す
べ
て
の
可
能
無
限

的
存
在
に
そ
の
つ
ど
始
原
的
分
割
を
も
た
ら
す
︵
誰
が
死
ぬ
の
か
、
十
九
頁
︶︒

人
間
は「
ゾ
ー
オ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
」
ゆ
え
の「
ゾ
ー
オ
ン
・
ロ
ゴ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42 

こ
の
引
用
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
「
動
物
と
生
ま
れ
ざ
る
世
代
の
諸
権
利
」︵﹃
倫

理
学
と
法
学
の
架
橋
﹄
所
収
︶
の
三
三
二
頁
以
下
に
当
た
り
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
た
︒

し
か
し
、
動
物
の
知
的
無
能
力
︵
そ
れ
が
彼
等
を
義
務
に
つ
い
て
不
適
格
に
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
る
が
︶
に
関
し
て
何
が
、
権
利
に
つ
い
て
彼
等
を
論
理
的
に
不
相
応

に
す
る
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
問
に
対
す
る
も
っ
と
も
通
常
の
回
答
は
、
動
物
は
自

分
で
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
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エ
コ
ン
」
で
あ
る
︵
誰
が
死
ぬ
の
か
、
十
九
頁
︶︒

と
は
い
え
、「﹃
誰
が
死
ぬ
の
か
﹄
と
い
う
﹃
問
い
﹄
は
、﹃
誰
と
し
て
死
ぬ

の
か
﹄
を
め
ぐ
る
解
釈
学

0

0

0

に
な
る
」
動
性
に
よ
っ
て
つ
ね
に
侵
食
さ
れ
う
る

か
ぎ
り
︵
誰
が
死
ぬ
の
か
、
十
三
頁
︶、
そ
の
つ
ど
垂
直
的
か
つ
人
為
的
に
遂
行
さ

れ
る
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
は
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
と
せ
め
ぎ
合
い
、
こ
の
な
か

で
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
は
問
い
直
さ
れ
つ
づ
け
る
︒
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
が
完
全

な
一
般
的
ロ
ゴ
ス
と
し
て
固
定
化
せ
ず
、
誰
が
死
ぬ
の
か
に
照
ら
さ
れ
て
人

間
一
人
一
人
に
固
有
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
織
り
上
げ
る

な
か
で
一
般
性
の
頸
木
か
ら
幾
分
か
は
逃
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ポ
レ

モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
と
の
相
克
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
︒

こ
う
し
て
「
誰
が
死
ぬ
の
か
」
を
兵
士
が
そ
の
身
で
生
き
る
と
き
、
自
分

が
生
ま
れ
た
事
実
と
自
分
が
必
ず
死
ぬ
可
能
性
と
が
時
間
的
意
味
を
も
っ
て

有
機
的
に
連
関
す
る
が
、
こ
う
し
た
連
関
の
な
か
で
私
は
自
分
自
身
の
時
間

に
従
っ
て
生
き
る
︒
あ
る
い
は
、
自
分
が
死
ん
だ
後
も
存
在
し
つ
づ
け
る
世

界
に
暮
ら
す
人
び
と
の
こ
と
を
思
い
、
魂
が
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
あ
の
世

の
こ
と
を
考
え
る
な
か
、
現
在
の
自
分
が
誰
か
を
理
解
す
る
こ
と
も
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
︒
自
分
が
生
ま
れ
る
前
、
両
親
や
祖
父
母
た
ち
が
ど
う
生
き

て
き
た
か
を
思
い
、
こ
の
世
界
で
起
き
た
歴
史
的
出
来
事
の
数
々
を
理
解
す

る
な
か
、
自
分
が
誰
か
を
理
解
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
︒

た
と
え
ば
、
ふ
だ
ん
食
事
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
御
礼
と
し
て
43

故
人
に

鍋
を
贈
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
他
人
を
思
い
、
他
人
か
ら
思
わ

れ
る
人
間
的
相
互
性
は
、
い
つ
も
は
背
景
化
し
て
い
る
親
密
性
と
は
装
い
を

変
え
、
そ
れ
な
り
に
目
に
見
え
る
形
を
と
っ
て
い
た
︒
そ
の
鍋
を
使
っ
て
今

は
自
分
の
食
事
を
準
備
す
る
さ
い
、
故
人
を
思
い
返
す
こ
と
も
あ
ろ
う
︒

も
ち
ろ
ん
、
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
人
間
と
動
物
の
あ
い
だ
に
も
温
か
い
交
流

は
存
在
し
、
た
と
え
ば
忠
犬
ハ
チ
公
の
物
語
が
文
芸
作
品
化
さ
れ
た
事
実
が

示
す
よ
う
に
、ペ
ッ
ト
は
主
人
を
待
つ
現
在
を
反
復
し
て
生
き
、と
は
い
え
、

そ
れ
が
待
つ
こ
と
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
な
り
に
再
び
主
人
に
会
う
可
能
性

へ
と
自
分
を
投
げ
入
れ
、
そ
の
現
実
が
到
来
し
う
る
準
備
を
し
て
い
る
と
も

考
え
う
る
︒
或
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
飼
い
犬
は
、
主
人
の
帰
り
に
気
が
つ

き
、
尻
尾
を
振
っ
て
迎
え
る
現
在
の
連
続
を
た
だ
生
き
て
い
る
だ
け
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
︒

と
は
い
え
、「
誰
が
死
ぬ
の
か
」を
そ
の
身
で
生
き
る
人
間
は
快
楽
や
苦
痛
、

喜
怒
哀
楽
に
開
示
さ
れ
た
出
来
事
の
意
味
を
問
い
つ
づ
け
る
な
か
、
解
釈
学

的
ア
ス
ペ
ク
ト
だ
け
で
は
語
り
え
な
い
仕
方
で
「
私
は
誰
か
」
を
自
他
に
応

え
な
が
ら
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
自
分
が
取
替
の

き
か
な
い
固
有
性
を
も
つ
こ
と
の
自
己
理
解
を
深
め
て
い
く

│
も
ち
ろ

ん
、
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
と
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
の
相
克
に
お
い
て
︒

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
時
間
的
に
生
き
る
動
物
の
人
間
は
、

漠
然
と
し
た
現
在
を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
過
去
や
未
来
と
有
機
的
に

連
動
す
る
現
在
に
あ
っ
て
生
と
死
の
時
間
的
意
味
を
享
受
し
て
お
り
、
ま
た

過
去
や
未
来
の
他
人
と
共
有
可
能
な
ロ
ゴ
ス
を
も
つ
︒
す
な
わ
ち
、
先
立
っ

た
ひ
と
や
未
来
を
生
き
る
ひ
と
を
ふ
く
む
他
人
に
共
感
で
き
、
喜
び
や
心
配

の
共
同
体
的
ロ
ゴ
ス
を
互
い
に
伝
え
合
い
な
が
ら
、
人
間
は
こ
れ
ら
を
共
有

可
能
で
あ
り
、
生
と
死
の
意
味
、
誕
生
前
と
死
後
の
意
味
を
了
解
し
て
生
き

て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
、「
誰
が
死
ぬ
の
か
、
私
か
友
か
、
あ
る
い
は
敵
か
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43 

ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
食
事
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
マ
ル
タ
が
「
も
っ
と
も
高
貴
な

認
識
」
を
成
就
し
う
る
点
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
無
へ
と
向
か
う
日
常
的
共
同
の
気

遣
い
に
つ
い
て

│
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
超
越
論
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
あ
い
だ
で
」︵
佐
藤

ほ
か
拙
編
著
﹃
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹄
所
収
︶
を
参
照
︒
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い
う
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
と
「
誰
と
し
て
死
ぬ
の
か
」
と
い
う
解
釈
学
的
ロ

ゴ
ス
の
あ
い
だ
で
生
起
す
る
︒
こ
う
し
た
人
間
に
比
べ
る
と
「
貧
し
い
」
世

界
に
生
き
る
と
も
言
え
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ボ
ノ
ボ
が
与
か
り
う
る
の
は
44

、

意
味
で
は
な
く
、
記
号
で
あ
り
、
時
間
的
共
感
で
は
な
く
、
現
在
的
共
感
で

あ
っ
た
︒
動
物
の
生
存
競
争
は
、
ポ
レ
モ
ス
と
い
う
始
原
的
分
割
の
ロ
ゴ
ス

を
動
物
に
も
た
ら
さ
な
い
︒

こ
こ
で
人
間
と
動
物
の
比
較
に
Ａ
Ｉ
を
加
え
て
お
く
︒
シ
ン
ポ
に
登
壇
し

た
パ
ネ
ラ
ー
の
眞
嶋
俊
造
お
よ
び
司
会
の
渡
名
喜
庸
哲
が
倫
理
学
的
観
点
か

ら
考
察
す
る
ド
ロ
ー
ン
兵
器
の
Ａ
Ｉ
も
そ
の
身
で
生
き
る
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ

ス
を
欠
く
が
45

、
そ
れ
は
、
人
間
的
行
為
の
近
似
を
形
成
す
る
機
能
が
格
段

に
高
ま
っ
た
生
成
Ａ
Ｉ
で
さ
え
、
み
ず
か
ら
何
か
始
め
、
何
か
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
︒こ
れ
に
対
し
て
、ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ

て
多
種
多
様
な
諸
存
在
者
す
べ
て
の
可
能
無
限
的
存
在
へ
の
分
割
を
そ
の
つ

ど
始
め
る
具
体
的
人
間
は
違
っ
た
︒

ア
レ
ン
ト
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
︒

行
為
の
自
由
は
一
つ
の
始
ま
り
を
定
め
て
何
か
を
始
め
る
こ
と
と
同
義
だ

が
、
こ
の
こ
と
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
領
域
の
内
部
で
も
っ
と
も
よ
く

描
き
出
す
の
は
"arkhein

"
の
語
で
あ
る
︒
そ
れ
は
始
め
る
こ
と
と
治
め

る
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
︒︹
中
略
︺
或
る
こ
と
を
始
め
、
こ
の

た
め
に
仲
間
た
ち
を
探
し
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
始
め

た
こ
と
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
、
行
為
す
る
こ
と
、"prattein

"
に
と
っ

て
語
の
根
源
的
意
味
で
あ
る
︒︵Politik, S. 49

︶

も
ち
ろ
ん
、
動
物
も
「
欲
求
︵orexis

︶」
を
も
つ
か
ぎ
り
、
何
か
を
始
め
、

欲
求
の
消
失
と
共
に
何
か
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、﹃
ニ
コ
マ
コ
ス
倫

理
学
﹄
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
場
合
、
そ
の
つ
ど
の
「
行
為
の
始
ま
り
︵arkhē

︶

は
︙
︙
選
択
︵prohairesis

︶
で
あ
り
、
選
択
の
始
ま
り
は
欲
求
と
目
的
に
か
か

わ
る
ロ
ゴ
ス
と
で
あ
る
」︵EN

, V
I-2, 1139a31-33

︶︒
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
の

「
選
択
」
を
「
思
想
的
な
欲
求
」
と
考
え
る
が
︵EN

, V
I-2, 1139a35-b5

︶、
坂
下
浩

司
の
浩
瀚
な
考
察
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
一
九
二
二
年
の
﹃
ナ
ト
ル
プ

報
告
﹄
や
一
九
二
四
年
夏
学
期
講
義
﹃
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
根
本
諸
概

念
﹄︵G

A18

︶
に
お
い
て
、
欲
求
を
「
関
心
︵Sorge

︶」
の
原
型
、
選
択
を
「
覚
悟

性︵Entschloßenheit

︶」の
原
型
と
見
定
め
て
い
た
46

︒﹃
存
在
と
時
間
﹄に
よ
れ
ば
、

関
心
は
「
実
存
」
と
同
じ
く
「
現
存
在
の
存
在
」
を
指
す
が
︵SZ, 

§41

︶、「
現
象

的
に
根
源
的
な
仕
方
で
時
間
性
が
経
験
さ
れ
る
の
は
、
現
存
在
の
本
来
的
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

44 

人
間
と
動
物
の「
環
境
世
界︵U

m
w

elt

︶」に
か
ん
し
て
は
、ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ォ
ン
・

ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
動
物
行
動
学
お
よ
び
生
物
学
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
哲
学

的
人
間
学
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
﹃
存
在
と
時
間
﹄
か
ら
﹃
形
而
上
学
の
根
本
概
念
﹄

︵G
A

29/30

︶
へ
思
索
的
歩
み
と
の
あ
い
だ
で
そ
の
異
同
を
確
認
す
べ
き
だ
が
、
詳
細
は

別
稿
で
論
じ
る
︒

45 

関
連
し
て
、
眞
嶋
俊
造
「
戦
争
倫
理
学
入
門

│
電
子
情
報
通
信
技
術
の
軍
事
応

用
の
倫
理
学
へ
の
向
け
て
」︵
電
子
情
報
通
信
学
会﹃Fundam

entals R
eview

﹄、十
二
巻
、三
号
、

二
〇
一
九
年
︶
お
よ
び
眞
嶋
「
人
工
物
が
人
間
を
殺
傷
す
る
こ
と
を
決
定
し
実
行
す
る
こ

と
は
、
道
徳
的
に
許
容
さ
れ
る
の
か

│
自
立
型
致
死
兵
器
シ
ス
テ
ム
︵LAW

S

︶
を

巡
っ
て
」︵﹃
現
代
思
想
﹄、
四
七
号
、
十
二
巻
、
青
土
社
、
二
〇
一
九
年
︶、
渡
名
喜
庸
哲
「
内

戦
」
時
代
の
ド
ロ
ー
ン

│
"
人
間
狩
り
"
の
時
代
と
倫
理
」︵﹃
福
音
と
世
界
﹄、
七
五
巻

八
号
、
新
教
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
︶
を
参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

46 

こ
の
点
は
、
坂
下「
な
ぜ
若
き
ハ
イ
デ
ガ
ー
は﹃
動
物
運
動
論
﹄
を「
広
範
な
基
盤
」

と
し
て
﹃
魂
に
つ
い
て
﹄
と
﹃
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
﹄
を
解
釈
す
る
計
画
を
﹃
ナ
ト
ル
プ

報
告
﹄
で
立
て
た
の
か
」︵H

eidegger-Forum
, vol.2, 2008

︶
を
参
照
︒
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体
存
在
に
お
い
て
、
つ
ま
り
、
先
駆
的
覚
悟
性
の
現
象
に
お
い
て
で
あ
る
」

︵SZ, 304

︶︒
つ
づ
く
一
九
二
四
／
二
五
年
冬
学
期
講
義
﹃
プ
ラ
ト
ン

│
ソ
ピ

ス
テ
ス
﹄で
は
実
践
的
推
論
の「
本
来
的
な
知
慮
」が
説
明
さ
れ
る
場
面
で「
方

向
づ
け
ら
れ
な
が
ら
十
全
に
状
況
を
露
わ
に
す
る
こ
と
は
、
把
握
そ
れ
自
体

に
あ
っ
て
、
~
へ
の
本
来
的
覚
悟
性
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
︵G

A19, 

§22, S. 

150

︶、
あ
る
い
は
「
動
︵kinēsis

︶」
と
「
静
︵stasis

︶」
の
類
的
連
関
が
説
明
さ

れ
る
場
面
で
「
魂
は
欲
求
と
い
う
意
味
で
の
運
動
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
る

︵G
A19, 

§77, S. 552

︶︒

こ
う
し
た
仕
方
で
生
き
る
志
向
的
人
間
は
一
人
で
自
由
た
り
え
な
い
が
、

そ
れ
は
自
由
が
複
数
性
に
お
い
て
初
め
て
行
使
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
︵vgl. 

Politik, S. 9f.

︶︒
最
初
の
人
間
ア
ダ
ム
が
一
人
の
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
、
誰
か

に
向
け
て
自
由
に
何
か
を
な
す
こ
と
も
な
く
、
楽
園
で
神
の
命
に
ひ
た
す
ら

従
う
だ
け
で
よ
か
っ
た
︒
と
は
い
え
、
第
二
の
人
間
イ
ブ
が
造
ら
れ
、
二
人

が
共
に
楽
園
か
ら
追
放
さ
れ
て
以
降
、「
産
め
よ
、
増
え
よ
、
地
に
満
ち
よ
」

︵﹃
創
世
記
﹄、
九
章
︶、
す
で
に
一
人
で
は
な
い
人
間
は
有
限
な
生
命
の
な
か
で

そ
の
自
由
に
よ
っ
て
始
め
た
何
か
新
し
い
こ
と
を
一
人
で
は
完
遂
で
き
ず
、

こ
の
完
遂
は
人
間
的
複
数
性
に
お
い
て
し
か
果
た
さ
れ
え
な
い
︵vgl. Politik, S. 

49f.

︶︒私
の
自
由
が
自
由
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
は
他
者
た
ち
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︒

人
間
の
複
数
性
ゆ
え
に
、
こ
う
し
て
始
ま
り
と
終
わ
り
が
人
間
の

"prattein

"
を
規
定
す
る
な
か
、
こ
う
し
た
人
─間
は
︿
文
脈
的
知
性
と
共
感

能
力
を
も
つ
時
間
的
動
物
﹀
な
の
で
あ
る
︒

こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
観
点
か
ら
見
て
も
興
味
深
い

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
指
摘
を
加
藤
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
た
︒

本
人
が
直
接
に
、
ま
た
は
代
表
者
︵a representative

︶
を
通
じ
て
要
求

︵claim
s

︶
を
提
出
し
得
る
能
力
は
、
権
利
を
所
有
す
る
た
め
に
は
必
須
条

件
で
あ
る
︙
︙
と
こ
ろ
で
動
物
は
代
表
者
を
立
て
る
こ
と
は
出
来
な
い

︙
︙
代
表
と
い
う
も
の
︵representation

︶
は
何
時
も
複
数
の
関
心
か
ら

成
立
す
る
が
、
動
物
は
複
数
の
関
心
を
持
ち
得
ぬ
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
︒

︵
環
境
倫
理
学
、
一
二
七
頁
︶

こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
関
心
は
動
物
的
欲
求
の
こ
と
で
は
な
い
︒

着
目
す
べ
き
は「
複
数
の
関
心
」が
論
じ
ら
れ
た
点
で
あ
る
︒「
関
心
」は
、

英
語
で
"interest

”、
ド
イ
ツ
語
で
"Interesse

”
や
"Sorge

”
で
あ
っ
た
︒

人
間
は
多
種
多
様
な
存
在
者
の
多
様
な
「
存
在
─の
た
だ
な
か
︵Inter-

esse

︶」
で
、
た
え
ず
自
身
を
ふ
く
む
何
ら
か
の
存
在
者
に
か
か
わ
り
、
つ
ま

り
は
、「
存
在
意
味
」
を
も
つ
存
在
者
さ
ま
ざ
ま
に
開
か
れ
て
生
き
て
い
る

か
ぎ
り
、
存
在
者
の
存
在
へ
の
こ
う
し
た
「
関
心
︵Interesse, Sorge

︶」、
す

な
わ
ち
、
存
在
論
的
「
志
向
︵intentio

︶」
は
人
間
存
在
の
本
質
で
あ
る
︒
ハ

イ
デ
ガ
ー
﹃
存
在
と
時
間
﹄
な
り
の
「
志
向
性
︵Intentionaliät

︶」
概
念
で
あ

る
「
関
心
︵Sorge

︶」
は
「
現
存
在
の
存
在
」
を
指
し
︵SZ, 

§41

︶、
そ
の
「
意
味

︵Sinn

︶」
が
「
時
間
性
」
で
あ
る
か
ぎ
り
、
関
心
や
実
存
の
意
味
は
時
間
性

で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
、
現
存
在
が
了
解
に
よ
っ
て
か
か
わ
り
合
う
多
種
多
様

な
存
在
者
の
多
種
多
様
な
存
在
は
、「
世
界
へ
の
わ
れ
わ
れ
人
間
の
脱
自
的

な
開
放
性
」47
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
意
味
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47 

篠
憲
二
「
世
界
開
放
性
と
存
在
開
放
性
」︵﹃
現
象
学
の
系
譜
﹄
所
収
、
世
界
書
院
、
一

九
九
六
年
︶
の
一
九
一
頁
を
参
照
︒
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の
な
か
で
時
間
性
か
ら
情
態
的
か
つ
解
釈
的
に
了
解
さ
れ
、
解
釈
学
的
ロ
ゴ

ス
に
よ
っ
て
そ
の
情
態
的
了
解
は
分
節
化
さ
れ
る
︒

こ
う
し
て
情
態
的
で
解
釈
的
な
了
解
と
そ
の
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
が
、
文
脈

的
知
性
の
諸
機
能
を
可
能
に
し
て
い
る
︒
も
ち
ろ
ん
、
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス

と
の
相
克
に
お
い
て
で
あ
る
︒

文
脈
的
知
性
は
、
諸
文
脈
全
体
の
な
か
に
自
身
の
重
要
事
を
見
抜
く
か
ぎ

り
で
は
直
観
的
な
ヌ
ー
ス
の
機
能
で
あ
る
と
同
時
に
個
別
的
文
脈
を
見
定
め

る
実
践
的
ヌ
ー
ス
で
あ
り
、
文
脈
の
な
か
で
情
態
的
か
つ
解
釈
的
な
了
解
を

分
節
化
す
る
ロ
ゴ
ス
の
機
能
で
も
あ
っ
た
︒
こ
こ
で
可
能
無
限
的
な
諸
文
脈

の
全
体
性
は
「
世
界
一
般
︵die W

elt überhaupt

︶」
に
、
個
々
別
々
の
文
脈

は
或
る
状
況
世
界
︵eine W

elt

︶
に
相
当
す
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
実
践
的
推
論
」
解
釈
を
ふ
ま
え
れ
ば
48

、「
善
き
─魂
︵eu-

daim
onia

︶」
で
あ
る「
幸
福︵eudaim

onia

︶」
と
い
う「
最
高
善
」
に
照
ら
し
つ
つ
、

個
々
別
々
の
文
脈
や
状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
見
抜
き
、自
身
や
他
者
、

物
と
い
っ
た
存
在
者
の
存
在
意
味
を
了
解
し
て
解
釈
学
ロ
ゴ
ス
で
分
節
化
し

て
い
く
能
力
が
文
脈
的
知
性
だ
と
言
え
る
︒
こ
の
文
脈
的
知
性
が
機
能
す
る

の
は
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
と
い
う
始
原
的
分
割
が
遂
行
さ
れ
た
あ
と
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
と
き
、
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
に
よ
る
ポ
レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
の
隠

蔽
と
忘
却
が
く
り
か
え
さ
れ
も
す
る
が
︒

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
思
想
的
影
響
関
係
に
あ
っ
た「
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
お
い
て
は
、

人
間
の
世
界
開
放
性
は
動
物
的
生
の
環
境
拘
束
性
に
対
し
て
そ
れ
か
ら
の
精

神
の
解
放
と
し
て
対
立
的
に
き
わ
だ
た
さ
れ
た
説
明
概
念
」
だ
が
49

、
個
々

別
々
の
環
境
に
拘
束
さ
れ
て
生
き
る
動
植
物
と
異
な
り
、
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
可
能
無
限
的
全
体
で
あ
る
世
界
一
般
へ
の
「
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
知

覚
」に
よ
っ
て
存
在
論
的
地
平
と
な
る
或
る
世
界
や
或
る
存
在
者
性
を
閃
き
、

あ
る
い
は
多
種
多
様
な
諸
存
在
者
へ
の
「
存
在
者
的
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
」
を

通
じ
て
そ
の
存
在
者
を
何
か
︿
と
し
て
﹀
情
態
的
に
了
解
し
、
ア
ス
ペ
ク
ト

と
そ
の
文
脈
を
相
即
的
に
転
換
し
な
が
ら
、
人
間
は
多
種
多
様
な
状
況
世
界

の
な
か
で
多
種
多
様
な
存
在
者
の
存
在
意
味
を
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
で
分
節
化

し
て
生
き
て
い
く
︒

と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
つ
ど
垂
直
的
か
つ
人
為
的
に
遂
行
さ
れ
る
ポ

レ
モ
ス
的
ロ
ゴ
ス
は
、
解
釈
学
的
ロ
ゴ
ス
が
人
間
一
人
一
人
の
具
体
的
生
か

ら
そ
の
固
有
性
を
奪
う
一
般
化
と
し
て
固
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
た
え
ず
解
釈

学
的
ロ
ゴ
ス
を
質
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
あ
ら
た

め
て
指
摘
し
た
い
︒

人
間
は
︿
文
脈
的
知
性
を
も
つ
時
間
的
動
物
﹀
で
あ
る
︒

凡
例
　

原
書
に
お
け
るitalic

とG
 e s p e r r t

に
は
傍
点

0

0

を
付
し
て
訳
出
し

た
︒
太
字
に
よ
る
強
調
と
︹
︺
に
よ
る
補
足
は
論
者
横
地
に
よ
る
も
の
︒

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
は
以
下
の
略
号
で
示
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

48 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
実
践
的
ヌ
ー
ス
解
釈
に
重
点
を
お
い
た
拙
稿
「
ハ
イ
デ

ガ
ー
﹃
ソ
ピ
ス
テ
ス
﹄
講
義
に
お
け
る「
実
践
的
推
論
」
と「
知
慮
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」

︵
日
本
現
象
学
会
編
﹃
現
象
学
年
報
﹄、
第
三
四
号
、
二
〇
一
八
年
︶
を
参
照
︒
こ
ち
ら
に
行
為

可
能
性
の
考
察
を
加
え
て
大
幅
な
加
筆
と
修
正
を
施
し
た
拙
稿
「
実
践
的
推
論
に
お
い

て
見
る
こ
と

│
﹃
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
﹄
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
現
象
学
」
は
、
嶺
岸
、

増
山
、
梶
尾
、
横
地
編
著
﹃
見
る
こ
と
に
言
葉
は
い
る
の
か
﹄
を
参
照
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49 

篠
憲
二
「
世
界
開
放
性
と
存
在
開
放
性
」
の
一
九
一
頁
を
参
照
︒
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（17）
B

egriff : D
er Begriff des Politischen, Text von 1932 m

it einem
 

Vorw
ort und drei C

orollarien, D
uncker &

 H
um

blot G
m

bh, 2015

︵1963

︶.
Partizan : Theorie des Partisanen, Zw

ischenbem
erkung zum

 Begriff 

des Politischen, D
uncker &

 H
um

blot G
m

bh, 2017

︵1963

︶.
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
﹃
フ
ー
チ
ャ
ー
・
パ
ワ
ー
﹄
は
以
下
の
略

号
で
示
す
︒

F
U

TU
R

E
 : The FU

TU
RE of PO

W
ER, Public A

ffairs, 2011. 

マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
﹃
戦
争
の
変
遷
﹄
は
以
下
の
略

号
で
示
す
︒

Trans : Transform
ation of W

ar, Free Press, 1991.

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
﹃
政
治
入
門
﹄
は
以
下
の
略
号
で
示
す
︒

Poltik : W
as ist Poltik?, Fragm

ente aus dem
 N

achlaß, herausgegeben 

von U
rsula Ludz, Piper, 1993,

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
は
以
下
の
略
号
で
示
す
︒

G
A

 : G
esam

tausgabe, V
ittorio K

losterm
an.

SZ : Sein und Zeit, 17te A
uflage, M

ax N
iem

eyer, 1993
︵1927
︶

邦
訳
か
ら
訳
文
を
借
用
し
た
文
献
は
以
下
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ａ
・
ウ
ェ
ル
チ
﹃
国

際
紛
争
﹇
原
書
第
10
版
﹈
│
理
論
と
歴
史
﹄︵U

nderstanding G
lobal C

onflict and 

C
ooperation: An Introduction to Theory and H

istory, 10th Edition, 2016, 

田
中
明
彦
、
村
田
晃

嗣
訳
、
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
︶
は
、
国
際
紛
争
と
略
記
︒

ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ー
ガ
ン
﹃
楽
園
と
パ
ワ
ー

│
新
世
界
秩
序
に
お
け
る
米

国
と
欧
州
﹄︵O

f Paradise and Pow
er: Am

erica and Europe in the N
ew

 W
orld O

rder, 

K
nopf, 2003

︶
の
邦
訳
﹃
ネ
オ
コ
ン
の
論
理
﹄︵
山
岡
洋
一
訳
、
光
文
社
、
二
〇
〇
三
年
︶

は
、
パ
ワ
ー
と
略
記
︒
　

和
書
か
ら
の
引
用
は
以
下
。

加
藤
尚
武﹃
環
境
倫
理
学
の
す
す
め︻
増
補
新
版
︼﹄︵
丸
善
出
版
、
二
〇
二
〇
年
︶

は
、
環
境
倫
理
学
と
略
記
︒

信
太
光
郎「
誰
が
死
ぬ
の
か

│
ポ
レ
モ
ス
と
オ
イ
コ
ス
を
め
ぐ
る
試
論
」

︵
佐
藤
、
遠
藤
、
横
地
編
著
﹃
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹇
増
補
改
訂
版
﹈﹄
所
収
、
弘
前
大
学

出
版
会
、
二
〇
二
二
年
︶
は
、
誰
が
死
ぬ
の
か
と
略
記

［
付
記
］
第
二
五
回
哲
学
論
集
研
究
会
︵
二
〇
二
三
年
五
月
十
四
日
、
ズ
ー
ム
︶
の
発

表
「
パ
ワ
ー
概
念
の
再
検
討

│
二
十
世
紀
的
事
例
か
ら
考
え
る
」
に
コ
メ

ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
謝
し
ま
す
︒
こ
の
発
表
原
稿
を
も
と
に
日
本

哲
学
会
の
第
八
二
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
と
暴
力
」
で
発
表
し
た
拙

稿
「
戦
争
、
パ
ワ
ー
、
人
間

│
哲
学
的
観
点
か
ら
」
が
作
成
さ
れ
た
︒
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